
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車載電話機用アダプターユニットを介して車載機器と接続される車載電話機の自己診断
を行う装置であって、
　前記車載電話機により自局または他局への発信を行い、発信後の呼び出し中に通話を終
了し、通話終了後に前記車載電話機から回線切断の理由を表す

を受信できた場合は前記車載電話機の通話機能は正常であると診断し、前記
を受信できなかった場合は前記車載電話機の通話機能に異常が

あると診断することを特徴とする車載電話機の診断装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の車載電話機の診断装置において、
　前記車載機器には緊急通報装置が含まれることを特徴とする車載電話機の診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は車載電話機の自己診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
車載電話機は、通常、電話機用アダプターユニットを介してナビゲーション装置やＴＶ装
置などのモニター付き中央コントロールユニットに接続されており、モニターのタッチス
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イッチによりダイヤル操作やオンフック、オフフック操作を行ったり、音量調節などを行
っている。これらの車載システムには故障を自己診断する機能が備えられており、電話機
とアダプターユニットとの間、およびアダプターユニットと中央コントロールユニットと
の間の通信が正常に行えるかどうかを自己診断している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の車載電話機を含む車載システムの診断装置では、車載機器間におけ
る通信の診断を行っており、車載電話機と基地局との通信が正常に行えるかどうかまでは
診断していないので、例えば車載電話機による緊急通信システムがいつでも使用可能な状
態にあるかどうかの確認ができないという問題がある。
【０００４】
本発明の目的は、車載電話機の通話機能を自己診断することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　一実施の形態の構成を示す図１に対応づけて本発明を説明すると、
（１）　請求項１の発明は、車載電話機用アダプターユニット２を介して車載機器３，４
と接続される車載電話機１の自己診断を行う装置であって、車載電話機１により自局また
は他局への発信を行い、発信後の呼び出し中に通話を終了し、通話終了後に車載電話機１
から回線切断の理由を表す を受信できた場合は車載電話
機１の通話機能は正常であると診断し、 を受信できなか
った場合は車載電話機１の通話機能に異常があると診断する。
（２）　請求項２の車載電話機の診断装置は、車載機器に緊急通報装置４が含まれる。
【０００６】
上述した課題を解決するための手段の項では、説明を分かりやすくするために一実施の形
態の図を用いたが、これにより本発明が一実施の形態に限定されるものではない。
【０００７】
【発明の効果】
（１）　請求項１の発明によれば 話料をかけずに簡単に車載電話機の通話機能の自己
診断を行うことができ、車載電話機の故障により車両用の緊急通報システムが使用不能に
なっているのに気づかずに車両を運行するのを防止できる。 、車載電話機を介してデ
ータ通信を行う場合にも適用でき、診断結果が正常であれば車載電話機のデータ通信機能
が正常であると判断できる。
（２）　請求項 の発明によれば、車載電話機の故障により車両用の緊急通報システムが
使用不能になっているのに気づかずに車両を運行するのを防止できる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
図１は一実施の形態の構成を示す図である。
自動車電話無線機や携帯電話機などの電話機１は、車載電話機用アダプターユニット２に
接続される。アダプターユニット２はマイクロコンピューター２ａやハンドフリー回路２
ｂなどを備え、後述する診断プログラムを実行して電話機１の通話機能の自己診断を行う
。
【０００９】
車載電話機用アダプターユニット２には、車載ナビゲーション装置（不図示）や車載オー
ディオ装置（不図示）などの中央コントロールユニット３と、緊急通報システム用コント
ローラー４が接続される。中央コントロールユニット３はディスプレイ３ａや操作スイッ
チ３ｂを備えている。緊急通報システム用コントローラー４はマイクロコンピューター４
ａを備え、エアーバックやプリテンショナー付シートベルトなどの乗員保護装置５からの
作動信号を受信した時や、乗員が操作スイッチ６のロードサービスボタンや急病ボタンを
操作した時に、乗員に代わってＧＰＳ受信機７から入手した現在地などの情報を電話機１
を介して基地局へ緊急通報する。アダプターユニット２にはまた、ハンドフリー通話用の
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マイク８やスピーカー９などが接続されている。
【００１０】
なお、この一実施の形態では、携帯電話機と電話機用アダプターユニットなどの後位機器
との接続と、接続端子仕様、上りシリアル信号および下りシリアル信号フォーマットにつ
いては、通信事業者から発行されるデジタルセルラーホン共通仕様書に準拠する。
【００１１】
　図２は 診断プログラムを示すフローチャートである。

このフローチャートに
より の動作を説明する。
　車載電話機用アダプターユニット２は、車両のイグニッションキースイッチ（不図示）
がオンするとこの診断プログラムを実行する。ステップ１において、電話機１が電話機用
アダプターユニット２に接続されているかどうかを確認する。この接続確認は、電話機１
から送られる圏外／圏内や電界強度（信号レベル）などの下りシリアル信号を監視し、そ
れらの信号を受信したら電話機１が接続されていると判断する。なお、圏外／圏内や電界
強度などの下りシリアル信号を受信できない時は、電話機１へ自局の電話番号を問い合わ
せ、電話機１から自局電話番号を受信できたら電話機１が接続されていると判断する。
【００１２】
電話機１が接続されていない時はステップ２へ進み、ディスプレイ３ａに警告表示を行う
とともに、スピーカー９で警告放送する。一方、電話機１の接続が確認された時はステッ
プ３へ進み、電話機１からの下りシリアル信号により基地局との通話圏内にあって、且つ
電界強度が所定値以上あるか、つまり基地局と通話可能な状態にあるか否かを確認する。
通話可能な状態にあればステップ４へ進み、電話機１へオフフック（通話開始）と自局の
ダイヤル番号などの上りシリアル信号を送り、自局へ発信する。
【００１３】
ステップ５において、電話機１から話中の下りシリアル信号が送られたかどうかを確認す
る。自局から基地局を介して自局へ発信したのであるから、電話機１と基地局との間の通
信が正常に行われたら電話機１から話中の下りシリアル信号が送られてくるはずである。
話中の下りシリアル信号を受信できなければステップ６へ進み、電話機１の通話機能に何
らかの故障があって通話不能な状態にあると判断し、ステップ７でディスプレイ３ａに警
告表示するとともに、スピーカー９で警告放送する。
【００１４】
一方、自局への発信に対して話中の下りシリアル信号を受信できた時はステップ８へ進み
、電話機１の通話機能は正常であると判断し、ステップ９で電話機１へオンフックの上り
シリアル信号を送って通話を終了する。
【００１５】
ステップ１０において、電話機１による通話機能以外の自己診断を行う。この診断には、
アダプターユニット２と中央コントロールユニット３との間、およびアダプターユニット
２と緊急通報システム用コントローラー４との間の通信が正常に行えるかどうか、緊急通
報システム用コントローラー４を中心とした緊急通報システムが正常に機能するかどうか
の診断が含まれる。ステップ１１で診断結果に異常があればステップ１２へ進み、ディス
プレイ３ａとスピーカー９により警告を行い、診断結果に異常がなければステップ１３へ
進み、ディスプレイ３ａとスピーカー９により電話機１の通話機能および他の機能がすべ
て正常であることを報知する。
【００１６】
このように、車載電話機を介して自局への発信を行い、車載電話機から話中信号を受信で
きたら車載電話機の通話機能は正常であると判断し、話中信号を受信できなかったら車載
電話機の通話機能に異常があると判断するようにしたので、通話料をかけずに簡単に車載
電話機の通話機能の自己診断を行うことができ、車載電話機の故障により車両用の緊急通
報システムが使用不能になっているのに気づかずに車両を運行するのを防止できる。
【００１７】
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《発明の一実施の形態の 》
　上述した では自局発信に対する電話機からの話中信号の受信可否によって通話機
能の診断を行う例を示したが、通話終了時の電話機からの理由表示値信号の受信可否によ
って通話機能の診断を行うようにした を説明する
【００１８】
　図３は の診断プログラムを示すフローチャートである。このフローチャー
トにより、 の動作を説明する。
　車載電話機用アダプターユニット２は、車両のイグニッションキースイッチ（不図示）
がオンするとこの診断プログラムを実行する。ステップ２１において、上述したように、
電話機１が電話機用アダプターユニット２に接続されているかどうかを確認する。電話機
１が接続されていない時はステップ２２へ進み、ディスプレイ３ａとスピーカー９により
警告を行う。一方、電話機１の接続が確認された時はステップ２３へ進み、電話機１から
の下りシリアル信号により基地局との通話圏内にあって、且つ電界強度が所定値以上ある
か、つまり基地局と通話可能な状態にあるか否かを確認する。
【００１９】
　電話機１がアダプターユニット２に接続され、基地局と通話可能な状態にある時はステ
ップ２４へ進み、電話機１へオフフックと自局または予め設定した局のダイヤル番号など
の上りシリアル信号を送り、通常の発信を行う。通常発信を行った後のステップ２５で、
電話機１へ フックの上りシリアル信号を送り、通話を一方的に終了する。なお、他局
へ発信する場合でも、相手局が呼び出しに応答するまでにはある程度時間がかかるため、
発信後の呼び出し中に速やかに通話を終了してしまえば通話料はかからない。
【００２０】
通常、電話機と基地局との間で通信が正常に行えれば、通話を終了した時に電話機から回
線切断の理由を表す下りシリアル信号（ＣＣまたはＲＴ）が送られてくる。したがって、
通話終了時に電話機１から理由表示値の下りシリアル信号が受信できれば電話機１の通話
機能は正常であると判断でき、逆に理由表示値の下りシリアル信号が受信できなければ電
話機１の通話機能に何らかの異常があると判断できる。ステップ２６で理由表示値の下り
シリアル信号の受信可否を確認し、受信できなければステップ２７へ進み、電話機１の通
話機能に何らかの異常があって通話不能な状態にあると判断し、ステップ２８でディスプ
レイ３ａとスピーカー９により警告を行う。
【００２１】
一方、自局または他局への発信後に通話を強制終了した時に、電話機１から理由表示値の
下りシリアル信号を受信できたらステップ２９へ進み、電話機１の通話機能は正常である
と判断する。ステップ３０において、上述したように電話機１による通話機能以外の自己
診断を行う。ステップ３１で診断結果に異常があればステップ３２へ進み、ディスプレイ
３ａとスピーカー９により警告を行い、診断結果に異常がなければステップ３３へ進み、
ディスプレイ３ａとスピーカー９により電話機１の通話機能および他の機能がすべて正常
であることを報知する。
【００２２】
このように、自局または他局へ発信後、速やかに通話を強制的に終了した時に、通話終了
後の車載電話機からの理由表示値の信号の受信可否によって通話機能の診断を行うように
したので、通話料をかけずに簡単に車載電話機の通話機能の自己診断を行うことができ、
車載電話機の故障により車両用の緊急通信システムが使用不能になっているのに気づかず
に車両を運行するのを防止できる。また、この変形例の通話機能の診断方法は、車載電話
機を介してデータ通信を行う場合にも適用でき、診断結果が正常であれば車載電話機のデ
ータ通信機能が正常であると判断できる。
【００２３】
《 》
　車載電話機を介してデータ通信を行う場合のデータ通信機能を自己診断する他の

を説明する
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【００２４】
　図４は 例の診断プログラムを示すフローチャートである。このフローチャート
により、 例の動作を説明する。
　車載電話機用アダプターユニット２は、車両のイグニッションキースイッチ（不図示）
がオンするとこの診断プログラムを実行する。ステップ４１において、上述したように、
電話機１が電話機用アダプターユニット２に接続されているかどうかを確認する。電話機
１が接続されていない時はステップ４２へ進み、ディスプレイ３ａとスピーカー９により
警告を行う。一方、電話機１の接続が確認された時はステップ４３へ進み、電話機１から
の下りシリアル信号により基地局との通話圏内にあって、且つ電界強度が所定値以上ある
か、つまり基地局と通話可能な状態にあるか否かを確認する。
【００２５】
電話機１がアダプターユニット２に接続され、基地局と通話可能な状態にある時はステッ
プ４４へ進み、電話機１へオフフック、データ通信先のダイヤル番号、非電話サービス（
データ通信）要求などの上りシリアル信号を送り、データ通信先への発信を行う。
【００２６】
他局とデータ通信を行う場合には、電話機と基地局との間で通信が正常に行えれば、電話
機に非電話サービス要求の上りシリアル信号を送ると、電話機から非電話サービス要求に
対する確認の下りシリアル信号が送られてくる。発信後のステップ４５で非電話サービス
要求確認の下りシリアル信号の受信を確認し、受信できなかった時はステップ４６へ進み
、電話機１のデータ通信機能に何らかの異常があって通信不能の状態にあると判断し、ス
テップ４７でディスプレイ３ａとスピーカー９により警告を行う。
【００２７】
一方、電話機１から非電話サービス要求に対する確認の下りシリアル信号を受信できた時
はステップ４９へ進み、電話機１へオンフックの上りシリアル信号を送って通信を終了さ
せる。
【００２８】
ステップ５０において、上述したように電話機１によるデータ通信機能以外の自己診断を
行う。ステップ５１で診断結果に異常があればステップ５２へ進み、ディスプレイ３ａと
スピーカー９により警告を行い、診断結果に異常がなければステップ５３へ進み、ディス
プレイ３ａとスピーカー９により電話機１のデータ通信機能および他の機能がすべて正常
であることを報知する。
【００２９】
このように、非電話サービス要求に対する確認の下りシリアル信号の受信可否によってデ
ータ通信機能の診断を行うようにしたので、簡単に車載電話機のデータ通信機能の自己診
断を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　一実施の形態の構成を示す図である。
【図２】　 の診断プログラムを示すフローチャートである。
【図３】　 の診断プログラムを示すフローチャートである。
【図４】　他の 例の診断プログラムを示すフローチャートである。
【符号の説明】
１　電話機
２　電話機用アダプターユニット
２ａ　マイクロコンピューター
２ｂ　ハンドフリー回路
３　中央コントロールユニット
３ａ　ディスプレイ
３ｂ　操作スイッチ
４　緊急通報システム用コントローラー
４ａ　マイクロコンピューター
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５　乗員保護装置
６　操作スイッチ
７　ＧＰＳ受信機
８　マイク
９　スピーカー

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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